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徳島ペンクラブ

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
38
に
掲
載
さ
れ
た
作

品
の
中
か
ら
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
投
票
で
選
ぶ
徳
島
ペ
ン

ク
ラ
ブ
賞
の
受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
蔓

延
が
心
配
さ
れ
る
た
め
、
表
彰
式
は
5
月
16
日
の
徳
島
ペ

ン
ク
ラ
ブ
総
会
（
2
面
に
詳
報
）
の
中
で
行
わ
れ
ま
す
。

散
文
部
門
（
随
筆
、
小
説
、
評
論
な
ど
）
で
は
野
上
恵

子
さ
ん
の
「
浩
一
の
旅
路
」
が
23
点
を
獲
得
、
韻
文
部
門

（
俳
句
、
川
柳
、
短
歌
、
詩
、
連
句
な
ど
）
で
は
山
﨑
泰

子
さ
ん
の「
螢
」が
19
点
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

野
上
さ
ん
は「
愚
か
さ
の
懺
悔
録
。ダ
メ
な
親
の
元
で
も
、

命
の
限
り
明
る
く
優
し
く
毅
然

と
生
き
た
魂
の
存
在
し
た
こ
と

を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
…
」

と
話
し
、ま
た
山
﨑
さ
ん
は「
こ

の
度
は
思
い
が
け
な
い
賞
を
い

た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

螢
も
喜
ん
で
い
ま
す
」
と
喜
び

を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
散
文
・
韻
文
部
門
に

分
け
二
人
ず
つ
投
票
し
て
も
ら

い
、
各
部
門
と
も
一
人
目
は
2

点
、
二
人
目
は
1
点
で
計
算
し

ま
し
た
。
41
人
の
皆
さ
ん
か
ら

投
票
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
、
優

秀
賞
、佳
作
、次
点
の
作
品
名
、

受
賞
者
、
得
点
は
次
の
通
り
で

す
。
ま
た
得
点
の
あ
っ
た
作
品
名
は
2
面
に
掲
載
し
て
い

ま
す
（
敬
称
略
）。

〇
散
文
部
門
〇

最
優
秀
賞
「
浩
一
の
旅
路
」
野
上
恵
子
23
点

優
秀
賞
「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」

鈴
木
綾
子
20
点

佳

作
「
返
却
さ
れ
な
か
っ
た
本
」
竹
内
紘
子
10
点

次
点
「
ビ
ー
ル
の
泡
」
青
木
慧
7
点

次
点
「
慢
心
を
諫
め
る
」
小
川
公
三
6
点

〇
韻
文
部
門
〇

最
優
秀
賞
「
螢
」
山
﨑
泰
子
19
点

優
秀
賞
「
母
の
消
滅
」
松
田
一
美
16
点

佳

作
「
忌
部
味
噌
」
船
越
淑
子
14
点

次
点
「
熟
年
夫
婦
の
つ
ぶ
や
き
」
渡
辺
惠
子
11
点

次
点
「
ナ
イ
フ
疵
」
上
窪
青
樹
9
点

次
点
「
大
旦
」
福
島
せ
い
ぎ
7
点

次
点
「
本
を
読
む
人
」
本
田
ま
も
る
6
点

ご
出
席
を

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
決
ま
る

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
決
ま
る

２０２１年５月１６日㈰
午後1時30分～
阿波観光ホテル
詳細は、２頁をご覧下さい。

散文

最優秀は

野
上
恵
子
さ
ん
「
浩
一
の
旅
路
」

韻文

山
﨑
泰
子
さ
ん
「
螢
」

総

会

188号
2021年4月15日
（令和3年）

野上恵子さん

山﨑泰子さん

1967年（昭和42年）創立

散
文
部
門
最
優
秀
賞

韻
文
部
門
最
優
秀
賞

松田一美さん

鈴木綾子さん

散
文
部
門
優
秀
賞

韻
文
部
門
優
秀
賞

（１）
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総総
会会
時時
にに
ペペ
ンン
クク
ララ
ブブ
賞賞
表表
彰彰
式式

5
月
16
日
㈰

西
池
冬
扇
さ
ん
が
講
演

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
昨
年
は
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
表
彰
式
並
び
に
総
会
が
や
む
な

く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
依
然
と
し
て
油
断
の
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
5
月
16
日
の
総
会
時
に
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
表
彰
式
を
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。

場

所

徳
島
駅
前

阿
波
観
光
ホ
テ
ル

講

演

午
後
1
時
30
分
か
ら
俳
誌「
ひ
ま
わ
り
」主
宰
の
俳
人
、
西
池
冬
扇
さ
ん
が

「
近
・
現
代
は
何
を
葬
っ
て
き
た
か
〜
鬼
滅
の
刃
の
世
界
を
考
え
る
〜
」

と
題
し
て
行
う

表
彰
式
並
び
に
総
会

午
後
3
時
30
分
終
了
予
定

会

費

1
、0
0
0
円
（
飲
み
物
・
菓
子
代
）

申

込

同
封
の
ハ
ガ
キ
用
紙
（
63
円
切
手
貼
付
を
）

備

考

申
込
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
2
日
前
ま
で
に
連
絡
お
願
い
し
ま
す

連
絡
先

安
曇
統
太
さ
ん

電
話
0
9
0
8
6
9
2
9
6
1
3

散
文
部
門

5
点

「『
ア
イ
ラ
ブ
ユ
ー
』は
も
う
い
ら
な
い
」

「
青
年
は
荒
野
を
目
指
す
」

「
隠
れ
鬼
」「
乳
児
」「
裏
年
」

4
点

「
平
成
の
桜
守
」

3
点

「
花
嫁
修
業
」「
柩
の
話
」「
負
の
戦
記
」

2
点

「
冷
や
汗
を
か
き
な
が
ら
作
詞
し
た
木

頭
ゆ
ず
」「
隊
長
殿
」「
言
葉
の
変
遷
」

「
晩
秋
の
山
道
」「
私
の
覚
悟
」

1
点

「
忘
れ
ら
れ
な
い
花
」「
私
の
ダ
イ
エ
ッ

ト
奮
闘
記
」「
小
さ
い
桜
ケ
ー
キ
」

「
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
」「
不
死
身
の
男
」

「
徳
島
本
線
」

韻
文
部
門

5
点

「
秋
の
こ
ゑ
」

4
点

「
春
の
闇
」

3
点

「
太
宰
萌
え
」「
低
気
圧
」「
県
民
」

「
国
生
み
の
島
」「
闇
を
覆
ふ
」

2
点

「
祈
り
」「
雀
」「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」

「
ゴ
ー
シ
ュ
の
セ
ロ
」「
白
百
合
」

1
点

「
ル
ー
ジ
ュ
痕
」「
秋
さ
や
か
」

●
応
募
規
定

内
容
は
自
由
（
エ
ッ
セ
ー
、
随
筆
、
主
張
な
ど
）。1
人
一
編
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
未
発
表
の
作
品
に
限
る
。
Ａ
4
、
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
3

枚
以
上
5
枚
ま
で
（
縦
書
き
）。パ
ソ
コ
ン
の
場
合
は
Ａ
4
サ
イ
ズ
横
版
に
タ

テ
40
字
×
ヨ
コ
30
行
（
ポ
イ
ン
ト
12
）。原
稿
用
紙
に
通
し
番
号
（
ペ
ー
ジ
）

を
記
入
。1
行
目
に
作
品
名
と
氏
名
を
記
入
、2
行
目
か
ら
本
文
。別
紙
に
、

①
作
品
名

②
氏
名

③
性
別

④
年
齢

⑤
郵
便
番
号
・
住
所

⑥
電
話

番
号

⑦
学
校
名
・
学
年
（
学
生
・
生
徒
の
場
合
）
を
原
稿
に
添
付
。
筆
名

の
場
合
も
、
本
名
と
筆
名
を
記
入
。

●
応
募
資
格

徳
島
県
内
在
住
者
、
徳
島
県
出
身
者
、
外
国
人
の
方
は
日
本
語

で
応
募

●
作
品
送
付
先

〒
7
7
0
0
8
7
3

徳
島
市
東
沖
洲
2
丁
目
1
の
13

徳
島
県
教
育
印
刷
㈱
内

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ「
第
22
回
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
」係

●
締
め
切
り

2
0
2
1
年
6
月
30
日
（
当
日
消
印
有
効
）

●
発
表

8
月
（
予
定
）
徳
島
新
聞
に
発
表
、
お
よ
び
本
人
に
通
知

●
賞

▽

と
く
し
ま
随
筆
大
賞

賞
状
・
賞
金
3
万
円
（
1
名
）

▽

徳
島
新
聞
社
賞

賞
状
・
賞
金
3
万
円
（
1
名
）

▽

優
秀
賞

賞
状
・
賞
金
1
万
円
（
3
名
）

▽

奨
励
賞

賞
状
・
賞
金
5
千
円
（
2
名
）

随
筆
大
賞
・
徳
島
新
聞
社
賞
の
作
品
は
徳
島
新
聞
と
「
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選

集
」
に
掲
載
。

●
表
彰
式

9
月
12
日
（
日
）

場
所

阿
波
観
光
ホ
テ
ル

詳
細
は
後
日
、
受
賞
者
に
直
接
通
知
す
る

●
審
査
員

▽
依
岡
隆
児
（
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
教
授
）
▽
柏
木
康
浩
（
徳

島
新
聞
生
活
文
化
部
担
当
部
長
）
▽
丁
山
俊
彦
（
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
）

▽
竹
内
菊
世
（
阿
波
の
歴
史
を
小
説
に
す
る
会
会
長
）

詳
し
い
こ
と
は

随
筆
大
賞
実
行
委
員
会
委
員
長

上
窪
青
樹
電
話
0
9
0
7
1
4
2
2
8
5
2

とと
くく
しし
まま
随随
筆筆
大大
賞賞

応応募募締締切切

66月月3300日日

第22回第22回

今
回
か
ら
徳
島
新
聞
社
と

共
催
し
ま
す

徳徳島島ペペンンククララブブ賞賞 得得点点をを得得たた作作品品名名

徳島ペンクラブ通信188号 2021年（令和3年）4月15日

（２）
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好
評
だ
っ
た
徳
島
「
花
」
も
の
が
た
り

好
評
だ
っ
た
徳
島
「
花
」
も
の
が
た
り

県
内
4
カ
所
で
巡
回
展

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

昨
年
10
月
の
第
22
回
徳
島
県
民
文
化
祭
分
野

別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
県
内
に
咲
く
花
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。
会
員
ら
が
撮
影
し
た
各
地

の
花
に
加
え
て
、
そ
の
花
に
対
す
る
思
い
な
ど

を
添
え
、
一
枚
の
パ
ネ
ル
に
し
、
徳
島
市
の
県

立
文
学
書
道
館
1
階
で
展
示
し
好
評
で
し
た
。

そ
こ
で
昨
年
の
「
徳
島
の
歴
史
的
建
造
物
」

巡
回
展
に
続
い
て
、
今
年
も
「
徳
島
『
花
』
も

の
が
た
り
」
巡
回
展
を
、
県
内
4
カ
所
を
開
き

ま
し
た
。
ま
ず
1
月
16
日
か
ら
同
24
日
ま
で
阿

南
市
の
那
賀
川
図
書
館
で
、
続
い
て
徳
島
市
の

あ
わ
ぎ
ん
プ
ラ
ザ
（
1
月
26
日
〜
2
月
2
日
、「
歴
史
的
建
造
物
の
魅
力
」
展

も
併
設
）、美
馬
郡
の
貞
光
ゆ
う
ゆ
う
館
（
3
月
1
日
〜
同
14
日
）、阿
波
市
の
土

成
中
央
公
民
館
（
3
月
20
日
〜
同
28
日
）
の
順
で
開
催
さ
れ
、
中
で
も
貞
光
ゆ

う
ゆ
う
館
で
は
県
外
の
人
も
多
く
立
ち
寄
っ
て
い
ま
し
た
。

両
展
の
パ
ネ
ル
1
冊
の
本
に

「
徳
島
『
花
』
も
の
が
た
り
」
と
「
徳
島
の
歴
史
的
建
造
物
の
魅
力
」
を
ま

と
め
、
一
冊
の
冊
子
に
し
ま
し
た
。
会
員

の
皆
様
に
は
12
月
に
1
冊
ず
つ
送
付
し
ま

し
た
。
残
り
わ
ず
か
で
す
が
、
必
要
な
方

は
山
口
藍
人
さ
ん
（
電
話
0
9
0
4
9

7
4
7
4
2
6
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

泳
ぐ
の
が
好
き
で
、
い
ろ
い
ろ
な

所
で
泳
い
だ
。
大
神
子
や
小
神
子
海

岸
は
現
在
、遊
泳
禁
止
だ
が
、以
前
、

小
神
子
海
岸
で
夜
、
泳
い
で
い
た
と

き
不
思
議
な
現
象
に
遭
っ
た
。
平
泳

ぎ
を
し
て
い
て
、
両
手
で
掻

く
と
青
白
く
光
り
輝
き
、
と

て
も
綺
麗
だ
っ
た
。
な
ん
の

事
か
意
味
が
分
か
ら
な
い
ま

ま
泳
ぎ
続
け
た
が
、
後
日
そ

れ
が
、
夜
光
虫
だ
っ
た
と
知

り
、
今
に
な
っ
て
感
動
し
て

い
る
。

ま
た
、
高
知
県
四
万
十
市

で
開
催
の
ス
イ
ム
マ
ラ
ソ
ン

に
も
参
加
し
た
。
3
・
5
キ

ロ
と
5
キ
ロ
の
コ
ー
ス
が
あ

り
、
私
は
5
キ
ロ
の
コ
ー
ス

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
ス
タ

ー
ト
地
点
は
四
万
十
川
佐
田

沈
下
橋
。
ラ
ジ
オ
体
操
の

後
、
そ
れ
ぞ
れ
バ
ス
で
二
つ

の
ス
タ
ー
ト
地
点
ま
で
移
動

し
、
ゴ
ー
ル
の
赤
鉄
橋
を
目
指
し

た
。事

故
が
あ
っ
て
は
困
る
の
で
、
四

万
十
教
育
委
員
会
で
は
、
参
加
者
全

員
に
プ
ル
（
浮
子
）
を
腰
に
付
け
る

よ
う
指
導
し
て
い
た
が
、
誰
も
付
け

な
い
。
付
け
な
い
場
合
は
受
付
の
名

簿
に
（
事
故
は
自
分
の
責
任
だ
と
い

う
印
に
）
拇
印
を
押
し
て
参
加
す

る
。
受
付
で
水
泳
キ
ャ
ッ
プ
を
受
け

取
り
、
キ
ャ
ッ
プ
と
左
上
腕
部
に
男

性
は
黒
、
女
性
は
赤
の
マ
ジ
ッ
ク
で

参
加
者
番
号
を
書
か
れ
る
。

ス
タ
ー
ト
地
点
で
は
、
踊
り
足
袋

を
履
い
て
い
る
人
を
大
勢
見
か
け
不

思
議
に
思
っ
て
い
た
が
、
泳
い
で
み

て
わ
か
っ
た
。
四
万
十
川
は
「
日
本

最
後
の
清
流
」
と
呼
ば
れ
、
水
質
は

抜
群
、
料
理
用
や
業
務
用
の

水
と
し
て
も
人
気
で
名
水
に

選
ば
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

四
万
十
川
の
途
中
は
、
川
幅

の
狭
い
と
こ
ろ
や
浅
瀬
が
あ

り
、泳
げ
な
い
。そ
こ
で
は
、

走
っ
た
り
、
歩
い
た
り
す
る

こ
と
に
な
る
。
泳
ぎ
で
は
先

頭
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
た

が
、
浅
瀬
は
丸
い
石
が
ご
ろ

ご
ろ
し
て
い
て
歩
く
の
も
痛

い
。
へ
っ
ぴ
り
腰
で
歩
い
て

い
る
と
、
ど
ん
ど
ん
追
い
抜

か
れ
て
い
く
（
そ
こ
で
踊
り

足
袋
の
意
味
を
納
得
）。そ
れ

で
も
鮎
と
一
緒
に
泳
ぐ
の
が

と
て
も
楽
し
く
、
ゴ
ー
ル
の

赤
鉄
橋
を
目
指
し
た
。
四
万

十
川
の
鮎
と
一
緒
に
泳
ぎ
、
完
泳
す

る
と
メ
ダ
ル
が
首
に
掛
け
ら
れ
完
泳

証
が
も
ら
え
た
。

残
念
な
が
ら
現
在
は
川
床
の
状
態

が
変
化
し
、
開
催
を
延
期
し
て
い

る
。
再
開
で
き
る
め
ど
が
立
ち
次

第
、
開
催
日
程
等
が
掲
示
さ
れ
る
と

い
う
。

（
早
見
敏
子
）

貞光会場巡回展貞光会場巡回展

アユと一緒に泳ぐアユと一緒に泳ぐ

リ
レ
ー

エ
ッ
セ
ー

リ
レ
ー

エ
ッ
セ
ー

リ
レ
ー

エ
ッ
セ
ー
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ペンクラブ

春
の
■

文
■

学
■

散
■

歩

―
―
鳴鳴
門門
市市
大大
谷谷
周周
辺辺
をを
歩歩
くく

―
―
鳴鳴
門門
市市
大大
谷谷
周周
辺辺
をを
歩歩
くく

4
月
29
日（
木
・
祝
日
）

椎
野

泰
治
さ
ん
（
令
和
2
年
11
月
12
日
逝
去
）

訃

報

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
秋
に
延
期
し
挙

行
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
恒
例
の
と
お

り
、
4
月
29
日
に
開
催
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

今
回
は
鳴
門
市
大
谷
周
辺
を
歩
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
当
地
は
地
名
に
あ
る
よ
う
に
大

谷
焼
が
有
名
で
す
が
、
ほ
か
に
も
名
所
が

数
々
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

開
催
日
▼
4
月
29
日
（
木
・
祝
日
）

集
合
時
間
▼
午
後
1
時

集
合
場
所
▼
阿
波
神
社
（
鳴
門
市
大
麻
町
大
谷
）
駐
車
場

コ
ー
ス
▼
阿
波
神
社
〜
東
林
院
〜
宇
志
比
古
神
社
〜
森
陶
器
〜
福
寿
醤
油
〜

松
浦
酒
造
場
〜
阿
波
神
社
（
解
散
）

※
東
林
院
境
内
に
は
「
ろ
う
そ
く
夜
」
と
い
う
喫
茶
店
が
あ
り
ま
す
の
で
、
開

店
し
て
い
れ
ば
こ
こ
で
休
憩
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
木
曜
は
営
業
日

で
す
が
、
電
話
も
公
表
し
て
い
な
い
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
店
の
よ
う
な
の

で
、
開
い
て
い
れ
ば
幸
い
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
開
い
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
飲
料
・
お
や
つ
な
ど
は
自
分
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
▼
文
学
散
歩
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
開
催
日
の
3
日
前
ま
で

に
電
話
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先：

丁
山
俊
彦
電
話
0
9
0
4
5
0
8
0
5
3
8

受
賞
お
め
で
と
う

敬
称
略

「
第
18
回
と
く
し
ま
文
学
賞
」
随
筆

最
優
秀
賞

坂
井
陽

連
句

最
優
秀

賞

関
真
由
子

優
秀
賞

三
輪
和

二
橋
満
璃

俳
句

優
秀
賞

原
田
厚

子

短
歌

優
秀
賞

松
尾
初
夏

川
柳

優
秀
賞

松
尾
初
夏

「
春
日
井
製
菓
主
催

深
く
て
優
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
特
賞

渡
辺
惠
子

「
朝
日
新
聞
社
主
催

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
認
知
症
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
」
Ｓ
Ｏ
Ｍ

Ｐ
Ｏ
ケ
ア
賞

渡
辺
惠
子

「
三
井
住
友
銀
行
主
催

第
8
回
わ
た
し
遺
産
」
準
大
賞

渡
辺
惠
子

「
令
和
2
年
正
倉
院
展
短
歌
・
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
」
短
歌
部
門
優
秀
賞

松
尾

初
夏

「
令
和
2
年
度
茨
木
市
立
川
端
康
成
文
学
館
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
」
一
般
の
部
優

秀
賞

松
尾
初
夏

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

新
入
会
員

（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
推
薦
人
）

早
見

敏
子

〒
7
7
0
―
0
8
6
3

徳
島
市
安
宅
2
―
9
―
8
（
竹
内
菊
世
顧
問
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
に
昨
年
の
正
月
、
孫
と
楽
し
く
遊
ん
だ
こ
と
を
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
合
掌
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〇
先
日
、
丁
山
会
長
、
関
さ
ん
と
一
緒
に
、
春
の
文
学
散
歩

の
予
定
地
で
あ
る
鳴
門
市
大
麻
町
の
大
谷
地
区
を
巡
っ
て

き
ま
し
た
。
自
宅
か
ら
は
5
キ
ロ
程
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

ゆ
っ
く
り
歩
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
年
か
前
、
友

人
と
四
国
遍
路
を
歩
い
て
回
っ
た
と
き
、
歩
く
こ
と
で
、

そ
の
土
地
の
様
子
が
よ
く
分
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
歴
史
の
あ
る
地
を
歩
い
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

記
後

集
編

森陶器 登り窯森陶器 登り窯
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